
４

モノサシを作る過程で見えてきたことの一つが人と自然のつながりの再認識でした。そしてもう一つは「その地域がどう
ありたいか？」「理想的な姿とはどういうものだろうか」という議論です。
地域の理想の姿を参加者が話し合う姿を見ていた時に気が付いたのですが、モノサシを作るということはいわば作業で
す。しかし同時に知恵の出し合いをする場であり、この「場」こそが最も重要ではないかと感じ始めました。
このことに気が付いて以降、開催した地域でのワークショップは「地域のよりよい未来とは？」「どんな地域にしたいです
か？」などの問いかけをまず初めに行い、そのためにどんな要素が必要で課題は何であるかという問いかけに変え、キー
ワードを出してゆきました。

場つくりこそが実は重要

・自然資本から得られる生態系サービス（自然の恵み）
・ひと（人材）
・仕組み（行政や地域のルール・サービス）
・情報と経済（内外との流れ）

→ 今から考える新しい仕組みより解決　　　話し合いの場を作る

・自然資本（自然の恵み） ・ひと（人材）

→ 地域を動かす

→ 自然資源の利活用の知恵

制度や条例、法律等
教育　　　ESD的アプローチ
イベント　　　体験など 
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医療サービス

交通手段

教育機関

災害対策

インフラ整備

地域のこれからの姿の計画化

他の地域との目標や課題の共有化

経済を回す

インフラ整備

ある地域での実例から少し細かく見てゆきます。

昔からあるものを
継続して資源を認識

地域に残る食べられる生きもの
農林畜産物の持続的な生産と活用
きれいな川や空気

昔あったものを
新たな資源として復活

川の生きもの
枯渇し消えた山菜など
在来種や地域固定種の作物など
堆肥等の有機物地域循環

自然資本のこれ以上の
劣化を防ぐ手立て
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→

→

→

→

→

→

→ 観光等々の新しい資源開発　　　自然資源の可視化

　SDGs目標などの地域共通の
　モノサシとの連動

→ 心安らかに暮らす　　　あらゆる課題を解決するための仕組み

行政等々が入らないと
できない仕組み

・仕組み（行政や地域のルール） ・情報と経済（内外との流れ）

横断的に仕組みを
動かすための知恵

情報過疎にならない
仕組み

→ 働く場所　　　自然資源の活用

→ 人とモノの地域循環

その結果、よりよい未来（持続的という視点）の為には4つの横断的要素が必要であることが見えてきました。


